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　このたび『ソシオロジカ』第38巻第₁，₂合併号を刊行いたします。本誌
は創価大学社会学会発足以来37年間にわたって，会員の研究成果を掲載し，
本学における広義の社会学の研究と教育に寄与してまいりました。本2013年
度は，本学文学部全体にメジャー制という新たな教育システムを導入して₂
年目にあたり，講義科目やゼミ生の応募などの点で変化が顕著になりました。
そうした煩瑣で多忙な業務のなかで，多くの若手研究者が寄稿してくださり，
読み応えのある内容になりました。寄稿者の皆様に感謝申し上げます。
　さて，創価大学文学部の改組も，少子高齢化の進行に伴う対応の一環とし
て全国で進んでいる大学界再編の流れの中で行われました。その結果として，
社会学をメジャーにしようとする学生数は減少し，ゼミに来る学生の質も変
わりました。これは多数のメジャーが設定されたことで，学生の選択肢が増
え，自分の関心により明確にあったメジャーを選択したことによります。そ
の意味では，ゼミに応募する学生の問題意識もより明確な学生たちが集まる
ことになり，教育に大きな効果があるとも言えます。
　他方，それは「社会学とは何か」「社会学的研究によって何が解明される
のか」，言い方を変えれば「社会学は何が面白いのか」というディシプリン
の根幹にかかわる問題を，より明白に示す必要がでてきたということでもあ
ります。それには教員の講義力だけでなく，研究力がさらに求められている
と考えます。教科書を細切れにして教えていただけでは，その面白さや学問
的意義を伝えることはできません。教員が自身の学問的研究を深め，その第
一級の成果を生き生きと伝えることが，ますます重要になってくると言えま
す。
　日本の大学界が，研究中心大学と教育中心大学とに差別化され，一部は専
門学校化してきました。グローバル化と主張しながら，単に英語中心の授業
を増やしただけの場合もあります。近年増加している中退者の増加は，経済
2的要因などもありますが，大学の講義がつまらない，何のために大学に進学
したのか分からなくなったという要因もあるようです。文科省が主導してき
た大学改革（効率化・管理強化）の弊害が現れてきたのではないでしょうか。
大学界全体が，そして個々の大学が，そもそも高等教育とは何か，大学の存
在意義は何か，大学教員のあるべき質・能力などについて，もう一度，立ち
止まって再考する段階にあるように思われます。
　社会学という学問自体も，問われています。現代科学の進展は目覚ましく，
人間の遺伝子組成に関するヒトゲノム計画の第一段階が完了し，生物進化の
過程における人間と他の類人猿，さらに哺乳類や生物全般との遺伝子上の同
一性と差異性も明らかになってきました。脳科学・認知科学の驚異的発達に
よって，さまざまな文化的現象や社会的行動と脳内現象との関連も明らかに
なってきました。そうした成果は，社会科学が長い間前提としていた「人間
は性格や意識のレベルでは白紙の状態で誕生する」という発想に，重大な挑
戦がなされていることになります。こうした現代科学からの問いに，社会学
全体はいかに応えていくのでしょうか。
　2014年7月には，世界社会学会議が久しぶりに日本の横浜で開催されます。
これらの会議で，社会学が受けている現代的挑戦にいかに応えるか，興味深
いものがあります。本会員諸氏も積極的に参加し，自身の研究の発展に役立
てていってほしいと望んでいます。
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